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博士論文審査：申請者から提出された論文について，審査委員と申請者の間で質疑応答が繰り返し
なされ，とくに第４章において，ワニエソの内臓から調製した魚醤油に含まれる有機酸は，酵素由
来かあるいは微生物由来かといった議論や，全体的な話として，ワニエソの内臓を原料とすること
について産業的に成り立つのかといった議論，他の市販魚醤油と比較して品質は高いのか､あるい
は機能性についてはどうか，そもそも論として，ワニエソの内臓から調製した魚醤油の何が売りな
のかといった議論がなされた。一方で，ワニエソ内臓から魚醤油を得ようとする試みはこれまでの
具体的な研究例として非常に少ないことから，得られた結果はワニエソの内臓のみならず，広く水
産加工残滓の有効利用につながるものとの本研究に対する高い評価も得た。 
研究内容はマアジ魚鱗の可食性フィルムの原料としての特性に関するものである。博士論文は
Introduction (Chapter 1)，Literature Review (Chapter 2)と General conclusion (Chapter 7)を除き，4 つの
章立てから構成される。Chapter 1 ではワニエソの内臓を含む加工残滓のその殆どが有効に活用され
ていない現状，ワニエソの利用実態，および魚醤油の機能性について述べている。Chapter2 では，
Chapter 1 をさらに踏み込んで，ワニエソの生態，利用実態，加工残滓の利用，魚類由来酵素の利用
魚肉タンパク質加水分解物の抗酸化性，魚肉タンパク質加水分解物の ACE 阻害活性などについて
既存の知見を紹介している。Chapter 3 ではワニエソ内臓諸器官間のプロテアーゼ活性の比較および
種類についての検討を行っている。その結果，ワニエソの内臓の中でも膵臓を付けたままの腸にお
いて，最も高いプロテアーゼ活性が見られたこと，また，これには 2 種類あり，それぞれ至適温度
および至適 pH が異なること，これらは両者ともセリンプロテアーゼであることを明らかにしてい
る。これとは別に，食塩はこれら酵素活性に与える影響についても検討し，高濃度の食塩が，長期
間におけるプロテアーゼ活性の維持に貢献すること，また，プロテアーゼに熱耐性を付与すること
を明らかにしている。Chapter 4 では Chapter 3 で明らかになった 2 種のプロテアーゼの至適条件の
もと，魚醤油を調製し，その品質を既存の方法で調製した魚醤油と品質の比較を行っている。その
結果，プロテアーゼの至適条件（40℃，pH11）で調製した魚醤油の品質の方が既存の方法で調製し
たそれよりも高いことを明らかにしている。Chapter 5 では 40℃，pH11 で調製した魚醤油の抗酸化
性について検討し，3kDa 以下の分子量を持つペプチドが抗酸化能に寄与することを明らかにして
いる。Chapter 6 では 40℃，pH11 で調製した魚醤油の ACE 阻害活性について検討し，分子量が 10kDa
以上の画分および 3kDa 以下の画分において，高い ACE 阻害活性を有する事を見出している。
Chapter 7 では総合考察として，ワニエソの内臓が有用な魚醤油原料であると締めくくっている。 
以上の内容から、学生から提出された博士論文は、国内外の研究の水準に照らし、各研究分野に
おける学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値を有しており、博士の学位に値することを審査
委員一同確認した。 
最終試験の結果要旨： 
最終試験は 8 月 12 日に行われた。審査委員一同出席の下，まず，学術論文は 1 編が第 1 著者と
して公表済みであることを確認した。これに加えて，投稿中の論文が１報，投稿準備中の論文が 1
報あること，また，合同セミナーへの出席の代替として企業型プロジェクトの単位を取得している
ことを確認した。学術論文および博士学位論文は英語で書かれており，かつ，国内外の学会におい
て英語で発表しているため，語学については問題ないと判断した。また，申請者に対して，論文内
容について最終確認のための質疑応答を行い，その内容は十分であった。一方，専門知識について
は公開発表会(8月 12日)当日の質疑や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委
員一同確認した。 
以上から，申請者について論文審査，最終試験とも合格と判定した。 
